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2020～2022年度に関わった講義・実習・
教育

• 全体講義

–社会と健康

–科学論文・表現技術

• 全体実習

–健康科学調査実習

• 研究指導

–卒業論文



全体講義：
社会と健康

• 学生間、学生–教員間のディスカッションを通じて、社会と健康の
かかわりについて自分自身で「考え」、考えを他者に「伝える」
力を涵養

毎回、教員から問題提起となる話題やデータの提示
↓
グループワーク、クラス内ディスカッション
↓
講義を通じて理論的な整理

社会階層
社会ネットワーク
社会的ジレンマ
ゲーム理論
差別
医療化
構築環境
…

フードデザート問題



全体実習：
健康科学調査実習

社会調査の理論・方法論の学習・
演習
• 母集団推定
• 概念の操作化
• 心理測定尺度法
• サンプリング理論
• 統計分析

調査の一連のプロセス（研究課題
設定、調査票作成、配布・回収、
データ入力、集計・分析、報告）
を実際に体験

• 学生の将来の様々なキャリアにおいて有用となる“調査リテラ
シー”を涵養

– 調査を実施する側、調査結果を利用する側、調査に協力する側と
して



今後の抱負

• 健康総合科学科の学生の卒業後のキャリアは多様

– 学術研究のための知識だけでなく、様々なキャリアで将来公
衆衛生との関わりにおいて有用となる教育を提供

• 様々な背景の人々に自分の考えを理解してもらうこと、様々な
人々の考えを理解すること

• 現代社会における調査・データ・情報との適切な付き合い方・
活用の仕方

• 現代社会の複雑な公衆衛生課題に対して、社会の様々な立場か
らアプローチしていける人々を育成することを目標に、教育内
容・方法を日々アップデートしていきたい
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